
子どもたちが拾ったドングリを使ってデザイン画を制作しています。好きな色を選び、ドングリにつけて、黒
の画用紙の上で転がしてみると、「足跡みたいになった！」「なんかドングリさん楽しそう！」とニコニコして
います。そこに保育者が大きいドングリをポトンと落とすと、「お母さんドングリ！」「この（ドングリ）より
大きい！」と、大きさの違いにも気づき、「このドングリごろごろ転がるやん！」と、大きいドングリの方がよ
く転がることも発見しました。ドングリころがしの後はいろんな形を使ってスタンプを押しました。身近なおも
ちゃや廃材を用いて、「先生見て！ほら！四角！」「ハート可愛い！」「次は丸～」と、好きな形を選んで楽し
そうに押していきました。手を洗いに行くと、泡の色が絵の具の色で染まり、いつもと違っていることが面白
かったようです。生活や自然の中で見つけた物や、普段は違う使い方をする身近な物でも、工夫をすればいろん
な遊びを作ることができることを学びました。子どもたちの新鮮な声や気持ちに寄り添い、子どもの遊びを豊か
にできるような環境づくりにこれからも励んでいきたいです。
（自立心・豊かな感性と表現・数量、図形、文字等への関心、感覚）

すてきなデザイン
〇ねらい 自然物や身近なモノを使った制作を楽しむ。

〇保育の振り返り

対象児：3歳児 ゆり組
作成者：坂本七海
作成日：2021.12.14

ころころ～

みよってよ～？

緑になった～！


